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「み・そ・あ・じ」
タイトルの「み・そ・あ・じ」は何の頭文字をとったものか、みなさんは分かり

ますね。（み）身だしなみを整える （そ）掃除をする （あ）あいさつをする 

（じ）時間を守る が正解です。どれも「当たり前」のことですが、身についてい

ないと忘れてしまったり、やらなかったりすることがあります。ぜひ、「自分から」

の気持ちをもって、日々前進、すすんで取り組みましょう。 

今回の学年便りは、「２年生になって」の作文特集にしました。みなさんの作文に書かれている決

意を日々の学校生活で実践し、実りある１年間にしていきましょう。 
 

「２年生になって」作文を紹介します ② 

 

2 年生になって         ２C 渡邉日凪子 
 

 一年生から二年生に進級することはあっという間だった。そんな中、今年立てた目標は

視野を広く持てるようにすることである。 

 一年生の時は、学校に慣れていくことに精一杯で周りを見ながら行動することができな

かった。一歩ずつ学校に慣れ、少し回りを見られるようになった１１月。意識して視野を広

く持てるようになったけれど、当たり前のように視野を広く持つにはどうしたらよいのだ

ろう。 

 部活動で関わっている先輩を見てみると、自分自身ではなく、「常に仲間のために動いて

いる」ことがわかる。一本目は二本目のために、二本目は三本目のために動いている。個人

技では、学ぶことのできない、チームスポーツだからこそ、見て学ぶことができた。 

 クラス内でもできることはないのだろうかと思い、行動してみることにした。教室移動

の時には電気がついていたら消してみたり、給食当番の人手が足りない

時には、手伝ったりした。自分でもできることを探してみた。 

 今年はクラス替えがあり、クラスの半分の人はあまり話したことのな

い人ばかりだった。新しいクラスが始まったばかりで、クラスに慣れる

かもわからない。そんなときこそ深呼吸をして、一度視野を広く持てる

ようにしたい。一年間が悔いの残らないように行動していきたい。 

 



 
中学２年生になっての決意       ２A 山本果歩 
 

私が中学２年生になってからがんばりたいこと

は、「あいさつ」です。もちろん、１年生の時から頑

張っていたし、できるようになったと思っているけ

れど、中心的に行っていた小林校長先生が第三亀戸

中学校からいなくなり、みんなが「あいさつ」をしなくなってしまいそうで不安です。また、

新１年生がこのことを知らないので、「あいさつ日本一の中学校」が難しくなってしまいそ

うだと思いました。なので、学校の「柱」である私たちが今まで以上に積極的に気持ちの良

いあいさつをして、「あいさつ日本一の学校」を目指していきたいし、新１年生に私たち姿

を見て、「あいさつ」ができるようになって、三亀中の伝統として、ひきついでほしいです。 

もう一つ、中学２年生になってからがんばりたいことは、周りをよく見ることです。私が

１年生の時の３年生の部長がとても周りが見えていて、尊敬していました。例えば、まだ先

生が「終わり」とも言っていないのに、時計を見て、自分で片づけをしていたり、本番の試

合じゃないときでもいろんな人の応援をしたりしていました。私はそんな、誰かに言われ

なくても周りをよく見て自分から行動できるような人になって、後輩から「すごい」と思わ

れる先輩になりたいです。部活だけじゃなくて、毎日の生活で人のためになることをどん

な人でもどんな時でもできるように、これからがんばりたいです。 

 
中学２年生になっての決意    ２A センウボンソラ 

 

 ぼくは、今年、先輩と呼ばれる学年である中学２年生になった。

まだ２年生という実感はわかないが、周りから見れば、２年生だね

と言われる。そんな２年生になっていくつかの決意を心に決めた。 

１つめに、がんばりたいこととして、部活動と勉強の両立、いわ

ゆる文武両道をがんばっていこうと思う。なぜ文武両道をがんばっ

ていこうと考えたかというと、現在、サッカーをプレーしていて、

学習の成績は中くらいと悪くはないが、もっと高い評価を求めたいと考えたからだ。また、

サッカーでも、ある程度は活躍できているのだが、よりたくさんのゴールやアシストを残

していこうという思いもあり、この文武両道を心に頑張ろうと考えた。 

２つめに、挑戦したいこととして、JLPT（日本語能力検定）の N1 と呼ばれる最上級の

検定に挑戦していこうと思う。なぜ JLPT の N1 に挑戦しようと考えたかというと、ぼく

は一応外国人であるため、日本語ができるといっても、正確に証明することができないの

で、N1 を持っていれば、日本語ができるということを証明できると考えたからだ。 

３つめに、意識したいこととして、時間への意識を持とうと思った。なぜかというと、一

年生のころは、あまり時間の意識を持てずに遅刻してしまうことが多々あったからだ。な

により、時間は、大人になってからも、これからの人生においてとても大切だからだ。 

中学２年生になったぼくは、これらを心に決意し、歩んでいこうと思う。 

 


